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一般会計

平成29年度 決算

歳　入

平成29年度歳入決算財源構成状況

市税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
国有提供施設等所在市町
村助成交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
国庫支出金
県支出金
市債

科　目

自主財源計

自
主
財
源

依
存
財
源

依存財源計
合　計

決算額 構成比（％）
413億7,938万円
15億3,677万円
20億4,668万円
２億8,309万円

1,631万円
39億3,913万円
４億6,149万円
14億8,727万円
511億5,012万円
９億5,580万円

9,998万円
２億4,974万円
２億4,698万円
49億3,703万円
２億9,264万円
３億4,758万円

4,503万円

１億8,378万円
186億2,958万円

3,887万円
142億9,334万円
74億2,333万円
129億4,250万円
606億8,618万円

1,118億3,630万円

37.0
1.4
1.8
0.3
0.0
3.5
0.4
1.3
45.7
0.9
0.1
0.2
0.2
4.4
0.3
0.3

0.0

0.2
16.7
0.0
12.8
6.6
11.6
54.3
100.0

　平成30年第３回市議会定例会で、平成29年度一般会計と特別会計、企業会計の決算が認
定されました。一般会計を中心に、その概要をお知らせします。なお、文章や図表中の数字
は、金額を１万円未満で、比率を小数点第２位で四捨五入などしてあります。

　一般会計の予算額1,168億3,195万円に対して、
歳入決算額(実際に市に入ってきたお金)は、1,118
億3,630万円、また、歳出決算額(使ったお金)
は、1,112億7,507万円となりました。

　歳入決算額から歳出決算額を差し引くと、５億
6,123万円となり、このうち平成30年度へ繰り越
した事業の財源となる４億4,864万円を除いた実質
的な収支差引は、１億1,259万円となりました。

　歳入の主な状況を見てみると、市民税や固定資
産税などの市税収入が、413億7,938万円(全体
の37.0％)、また、国・県から補助金などとして
交付される国庫支出金・県支出金が、217億
1,667万円(19.4％)、市町村の財政力に応じて交
付される地方交付税が、186億2 ,958万円
(16.7％)となっています。
　また、自主財源は、511億5,012万円(45.7％)
で、市税収入や使用料・手数料、分担金・負担金
が主なものです。一方、依存財源は、606億
8,618万円(54.3％)で、地方交付税や国・県から
の支出金、市債などが主なものです。

市税の内訳

個人市民税
法人市民税
固定資産税
市たばこ税
その他

税　目 決算額 構成比（％）

合　計

159億5,561万円
34億4,210万円
172億5,165万円
16億7,903万円
30億5,099万円
413億7,938万円

38.6
8.3
41.7
4.0
7.4

100.0

歳入決算額
1,118億3,630万円

自主財源
45.7％

使用料及び
手数料 1.8％

繰越金
0.4％

分担金及び
負担金 1.4％

繰入金
3.5％

市税
37.0％

依存財源
54.3％

地方交付税
16.7％

国庫支出金
12.8％

市債
11.6％

県支出金
6.6％

各種
交付金
5.7％

地方譲与税0.9％

その他 1.6％


